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１.まちづくりにおける基本方針 
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≪コンセプト≫ 
  「駅」でわくわく交流拠点 ここからはじまる 行田じゅうまん（充満・十万・10万） 

快適 

交流 

にぎわい まち並み 

 行田市の南の玄関口であるJR行田駅の利便性を活か
し、地域住民の日常生活において快適で住みやすいまち
づくりを行うとともに、通勤通学や観光などによる来訪者が
行田らしさを感じ、行き来しやすいネットワーク形成を行う 

要素 

快適 
・地域住民の日常生活における利便性 
 向上 
・来訪者の移動における利便性向上 

交流 
・行田市の南の玄関口としての交通結 
 節機能の充実 
・地域内外へのネットワーク形成 

にぎ
わい 

・地域住民や来訪者が行き交う憩いの 
 場を形成 

まち
並み 

・緑豊かでゆとりのある住宅地 
・来訪者が行田らしさを感じるまち並み 

安全
安心 

・誰もが歩いて暮らせる道路空間形成 
・防犯・防災に配慮したまちづくり 



２.まちづくりの方針（案） 
２－１ 快適な空間形成 
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快適 

都
市M

P
 

方
向
性 

●行政サービス施設の充実 
●子育て支援施設の整備促進 

●商業施設の整備促進 ●地域公共交通の更なる強化 

現
状
・問
題
点 

方
針 

●行政サービス機能の利便性向上 
 観光案内所に設置されている住民票発行
等に加え、地域住民が集うｺﾐｭﾆﾃｨ機能（自
治会館や生涯学習施設等）や子育て支援機
能等の機能強化を行い、行政サービスの利
便性向上を図る 

●地域の賑わい創出、利便性向上 
 駅前広場周辺や県道行田停車場線沿線
の空地や低未利用地の活用とともに、商業
施設・金融関連施設の誘致を行い、地域の
賑わい創出、利便性向上を図る 

●ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰの利便性向上 
 JR行田駅の利用者ﾆｰｽﾞを踏まえたﾊﾞｽ運
行形態の見直しを行う 
 また、ﾀｸｼｰの待機車両増加等による利便
性向上を図る 

≪現状≫ 
・駅前広場から県道行田停車場線沿線は商
業系用途地域に指定され、クリニックや学習
塾はあるが、小売店舗や飲食店などは少ない 
・空地や駐車場などの低未利用地が多い 

≪現状≫ 
・観光案内所に住民票申請受付ボックスが設
置されているが、年間利用者数は年に数名
程度 

39%

36%

32%

38%

12%

6%

16%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住民票の発行などの行政サービス施設

託児所・保育所などの子育て支援施設

必要 どちらともいえない 不必要 無回答

N=193

≪地域住民の意向≫ 
 【JR行田駅前広場及び周辺を整備する上で重視すべきこと】 

≪WSのニーズ≫ 
行政ｻｰﾋﾞｽ施設として以下の機能があると良
い 
・支所機能（住民票・印鑑証明等） 
 ※近隣市町分を含む 

・子育て支援施設（保育園） 
・図書館（小規模） 
・生涯学習施設 
・ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ（自治会館）  

54%

48%

60%

44%

55%

25%

27%

21%

23%

27%

6%

6%

4%

20%

5%

15%

19%

15%

13%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

銀行

郵便局

コンビニ・書店などの小売店舗

総合スーパーなどの大型店舗

飲食店

必要 どちらともいえない 不必要 無回答

N=193

≪地域住民の意向≫ 
 【JR行田駅前広場及び周辺を整備する上で重視すべきこと】 

≪WSのニーズ≫ 
商業ｻｰﾋﾞｽ施設として以下のような店舗があ
ると良い 
・コンビニエンスストア 
・土産屋 
・飲食店（居酒屋・喫茶店・ﾌｧﾐﾘｰﾚｽﾄﾗﾝ） 

・地域住民の日常生活における利便性向上 

・来訪者の移動における利便性向上 

≪現状≫ 
・市内循環バス（南大通り線、西循環、  
 観光拠点循環）が運行 

84

41

29

0 20 40 60 80 100

運行便数が少ない

目的地や住んでいる地域

への運行がない

タクシーの利用可能な台

数が少ない

N=184

≪駅利用者の意向≫ 
【バスやタクシーの利用について】 

≪WSのニーズ≫ 
・ﾊﾞｽの運行便数、経路が増加すると良い 
 （ものつくり大学、観光地間を結ぶ経路等） 
・ﾀｸｼｰの待機車両が少ない 



２.まちづくりの方針（案） 
２－２ 交流空間形成 
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交流 

都
市M

P
 

方
向
性 

●駅前広場の再整備 
●交通結節点としての都市基盤整備 
●駐車場・駐輪場の整備促進 

●観光レンタサイクルの更なる充実 ●市中心部との連続性の強化 

現
状
・問
題
点 

方
針 

●駅前広場の交通処理機能の向上 
 歩行空間と車両走行空間の動線を明確化
し、安全な駅前広場に再整備する 
 駅利用者の利用形態にあわせた駐車場の
整備を促進する 
 また、駐輪場の移設や屋根の整備等により
自転車によるJR行田駅の利便性向上を図る 

●駅周辺の都市基盤の充実 
 多機能施設等の整備により、都市基盤の充実
を図る 
●観光レンタサイクルの利用促進 
 観光レンタサイクルの更なる利便性向上を図る 

●行田市街地や近隣市町とのネット  
  ワーク形成 
 行田市街地や熊谷市、鴻巣市方面か
らのアクセス性の向上を図る 

≪駅利用者の意向≫ 
●駐輪場の整備について 
 今のままでよい（18％）、利用していないためわからない（34％） 
 何かしら整備してほしい（駅近くに移設、屋根の設置等）（39％） 
 その他・無回答（9％） 
●駐輪場の有料化について 
 有料化されても利用する（25％）、 
 屋根等が整備されるのであれば利用する（39％） 
 屋根等が整備されても利用しない（29％）、無回答（7％） 

・行田市の南の玄関口としての交通結節機能の充実 

・地域内外へのネットワーク形成 

≪現状≫ 
・駅前広場内の車両走行空間を横断する歩
行者が多い 
・駅前広場の送迎利用が多い時には乗車・
降車・通過車両が混在 
・駅周辺には観光案内所、観光レンタサイク
ル、交番、駐輪場、駐車場等の都市基盤が
整備されている 
・駅前広場前の市有地に時間貸し駐車場 
・駅周辺には月極駐車場が多数 
・岩崎電気側、熊谷市境に市営駐輪場 
 

≪WSのニーズ≫ 
・駅前広場の歩行者の安全確保が必要 
・自家用車での利便性向上が必要 
・駅周辺に多機能施設があると良い 
・駐車場は月極駐車場が時間貸し駐車場として利
用できると良い 
・駐輪場は狭い、遠い、屋根がない 

2

8

26

0

0

26

1

0

0 20 40

鉄道

路線バス

市内循環バス

自家用車

バイク

レンタサイクル

自転車

徒歩 N=58

≪観光来訪者の意向≫ 
【行田での交通手段】 
 ※観光案内所利用者アンケート調査より 

≪WSのニーズ≫ 
・行田市街地からの利用を考慮し、駅前
広場と県道行田停車場線の接続を改善
した方が良い 
・区画整理事業が進む鴻巣市北新宿方
面からのアクセス性を考慮した方が良い 



２.まちづくりの方針（案） 
２－３ にぎわいのある空間形成 
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にぎ
わい 

都
市M

P
 

方
向
性 

●身近な公園・広場の整備促進 
●地域住民との協働によるリニューアルを推進 

●観光情報の発信機能の向上 
●観光案内所の充実 

現
状
・問
題
点 

方
針 

●多くの地域住民の憩いの場となる公園整備 
 多くの地域住民や来訪者が集い、地域ｺﾐｭﾆﾃｨの形成につながる
よう、公園機能の充実を図る 

●来訪者が立ち寄りたくなるような観光案内所の機能充実 
 観光施設情報や観光案内地図等の情報充実を図るとともに、休
憩施設や物産販売所の併設等による観光案内所を利用しやすい
環境づくりを行う 

・地域住民や来訪者が行き交う憩いの場の形成 

≪地域住民の利用状況・意向≫ 
・壱里山公園の利用者は23％を占め、利用頻度は年に数回が最
も多く、利用者構成は「家族」が72％を占める 
・移転については、「移転してもよい」が32％であり、公園の充実度と
しては、遊具や緑が不十分との意見が14％である 

12%

14%

5%

61%

8%

N=181

遊具や緑が充実している

遊具や緑が不十分であり、充実すべきである

その他

利用していないので分からない

無回答

15%

32%

8%
8%

1%

31%

5%

N=181

現状のままでよい（移転は必要ない）

移転してもよい

どちらでもよい

公園は必要ない

その他

利用していないため分からない

無回答

【壱里山公園の移転について】 

【公園に必要な機能について】 ≪WSのニーズ≫ 
・公園は必要であ
るが、現在の場所
にある必要はなく、
移設を検討し、駅
前広場を拡張した
方が良い 

≪来訪者の利用状況・意向≫ 
・観光案内所利用者は県外からの利用が多く、古代蓮の里やさき
たま古墳公園への観光客が多い 
・観光案内所の場所や規模は現状程度で問題ないとされているが、
観光施設情報や観光案内地図等の情報充実が求められている 

≪ＷＳのニーズ≫ 
・駅舎との位置関係が悪く、分かりにくい 
・暗い 
・休憩施設や土産屋の併設により観光案内所を利用しやすい仕組
みをつくると良い 

25

24

21

23

12

8

0 10 20 30

観光施設の情報（内容・営業時間等）

観光案内地図（観光マップ）

各施設への行き方・ルート(徒歩での散策ルート・自転車等での走行ルート）

公共交通機関の情報（バス路線・バス停・時刻表等）

観光モデルコース(交通手段別・観光目的別等の代表的なコース）

その他 N=58

【駅・観光案内所において入手したい観光情報】 



２.まちづくりの方針（案） 
２－４ まち並み形成 
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まち
並み 

都
市M

P
 

方
向
性 

●生け垣の設置や敷地内緑化の促進 ●南の玄関口としてふさわしい景観形成 
●駅前広場の再整備にあわせた緑化 

現
状
・問
題
点 

方
針 

●緑豊かなまち並み形成 
 建築協定や地区計画により、生け垣の設置や敷地内緑
化を促進する 
 また、工業地においては周辺環境との調和を図る 

●南の玄関口として、行田らしい景観形成 
 行田をイメージできるようなモニュメント設置や緑化による景観形成を行う 

・緑豊かでゆとりのある住宅地 

・来訪者が行田らしさを感じるまち並み 

≪現状≫ 
・県道行田停車場線では植樹帯が整備されている 

≪地域住民の意向≫ 
 【まちづくりを進める上で、取り組んで欲しいこと】 

28

69

0 10 20 30 40 50 60 70 80

建物の緑化や生け垣設置など、まち全

体での緑化の推進

駅前通りのカラー舗装化や植栽・植樹

の充実など、駅前のシンボル通りとし

てのまち並み景観の整備

N=193

≪WSのニーズ≫ 
・維持管理体制づくりを行った上で、植樹帯を整備をした
方が良い 

≪現状≫ 
・植樹帯や時計台、モニュメント（銅像）が設置されている 

25%

19%

31%

23%

19%

30%

25%

28%

0% 50% 100%

イベント等が開催できる空間と一体になっ

た駅前広場の整備

行田らしさを感じさせるモニュメント等の

設置

重要 どちらともいえない 重要ではない 無回答

N=193

≪地域住民の意向≫ 
 【JR行田駅前広場及び周辺を整備する上で重視すべきこと】 

≪駅利用者の意向≫ 
 【JR行田駅前広場及び周辺を整備する上で重視すべきこと】 

63

28

0 50 100

「行田らしさ」を感じさせる個性的な駅前広場や駅

前街並みの整備

駅の利用だけでなく、イベント等で人が集まれる

空間の整備

N=184

≪WSのニーズ≫ 
・行田をイメージできる
モニュメントの設置や
施設デザインを行うと
良い 
・駅前広場及び周辺
施設において、統一感
のある景観形成を行っ
た方が良い 
・植樹帯等の設置にあ
たっては、管理体制を
十分に検討して欲しい 



２.まちづくりの方針（案） 
２－５ 安全安心な空間形成 
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安全
安心 

都
市M

P
 

方
向
性 

●ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝに基づいた道路整備 
●安全対策の推進 

●災害に強いまちをつくる 

現
状
・問
題
点 

方
針 

●誰もが利用しやすい道路整備 
 交通規制や歩車分離により誰もが利用しやすい道路整備を推進する 
●防犯に配慮した道路空間の整備 
 照明等の適正な設置による防犯機能の強化を図る 

●災害に強いまちづくり 
 災害発生時の避難場所・拠点整備を推進する 

・誰もが歩いて暮らせる道路空間形成 

・防犯・防災に配慮したまちづくり 

≪現状≫ 
・県道行田停車場線における一部歩道が未整備 

80

94

70 75 80 85 90 95 100

歩道の設置・バリアフリー化や街灯の

設置など、歩行者に配慮した整備

道路や自転車専用道の整備など、交通

安全に配慮した整備

N=193

≪地域住民の意向≫ 
 【まちづくりを進める上で、取り組んで欲しいこと】 

≪WSのニーズ≫ 
・県道行田停車場線における一部歩道を拡幅して欲しい 
（市道に移管した上で整備できると良い） 

・防犯上、周辺歩道に照明等を設置して欲しい 

≪現状≫ 
・対象地区は荒川の堤防氾濫時には2m以上の浸水が想
定されている地域であるが、避難場所は1km以上離れた
泉小学校となっている 

≪WSのニーズ≫ 
・災害時の避難場所・拠点を確保した方が良い 
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３.ゾーニング 

★JR行田駅前を核とした拠点形成 

★拠点機能と相乗効果を発揮する周辺まちづくり 

 JR行田駅前広場の再整備にあわせた複合施設の整備による生活利便機能と交通結節機能を集約・強化することにより、地域住
民にも来訪者にも利用しやすい拠点の形成を行う 

 JR行田駅前に集約配置する機能と相乗効果を発揮できるよう周辺地域の住環境整備や、拠点までのアクセス性（利便性・安全
性）の改善に資するまちづくりを行う 

【将来地区構想】 

●生活利便機能の充実 
 行政ｻｰﾋﾞｽ機能（住民票発行・図書館・ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ） 
 子育て支援機能（保育所）、 
 商業機能（ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ、飲食店）等を整備 

交流 

●観光案内機能の充実 
 観光案内所・ﾚﾝﾀｻｲｸﾙ、物産展、土産屋等を整備 

●交通結節点としての機能強化 
 ・駅前広場の交通処理機能の向上 
 ・駐輪場・駐車場の整備 
 ・観光レンタサイクルの利用促進 

まち
並み 

●玄関口としての景観形成 
 ・行田をイメージできるようなモニュメント設置 
 ・行田らしい空間形成、緑化 

●災害に強いまちづくり  
 災害時の拠点機能（ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ） 等を整備 

安全
安心 

複合施設の整備による機能の集約 駅前広場の再整備による機能強化 

快適 ●ﾊﾞｽ・タクシーの利便性向上 
 ・駅利用者のニーズに合った運行の見直し 安全

安心 
●だれもが利用しやすく、安全安心な道路整備 
 ・歩道整備や防犯機能の強化 

にぎ
わい 

●地域住民の憩い空間の形成 
 ・公園整備による憩いの場の形成 

まち
並み 

●緑豊かなまち並み形成 
 ・地区計画等による地区内の景観形成（緑化） 
 ・工業地における周辺環境との調和 

周辺地域の住環境・景観整備 行田駅前拠点と連携するネットワーク形成 

快適 

にぎ
わい 

交流 
●行田市街地や近隣市町とのﾈｯﾄﾜｰｸ形成 
 ・行田市街地や熊谷市、鴻巣市方面からのア  
  クセス性向上 
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３.ゾーニング 
【ゾーニング方針】 

【ゾーニング図】 

工業保全ゾーン 

快適居住ゾーン 

快適居住ゾーン 

      
         隣接する土地区
画整理事業地との連携により良
好な住環境・動線の確保 

      
         行田市街地へと続
くまちなみの連続的な景観形成 

 
    市有地を活用
した憩い空間の形成 

快適居住ゾーン 

地区拠点 

 
    周辺と調和する工業
ゾーンの形成（景観形成） 

 
 
 

・複合施設の整備による機能（行政ｻｰﾋﾞ
ｽ、子育て支援、商業ｻｰﾋﾞｽ、観光案内
等）の集約 
・駅前広場の再整備による機能強化 
・災害時の拠点機能（ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ） 等
を整備 
・拠点までのバス・タクシー利便性向上 
・玄関口としてのまち並み形成 

    
          
地区計画等による良
好な住環境の確保 

 
   歩行者動線の整備 
（歩道・照明・案内表示等） 

 
    車道拡幅等の
機能強化 

 
    鉄道の輸送機能強化 

          
         鴻巣市側の開発
による駅利用者の増加に合わせ
た動線の安全性確保 


